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Z U I H I T S U

米沢　　敦（W20）

輝く栄光の蔭に埋もれるもの

　明治、大正、昭和、そして平成へと歴史は着
実に流れてゆきます。その中で私たちの母校も、
此所御器所ヶ丘に同窓生諸兄の思い出を多く刻
みつつ工業技術の先端に輝いていますが、とに
かく華やかな歴史の蔭には埋もれてゆくものも
あるのは常です。世が平成に変わったのを機会
に、毎年３月が来ると思い出すことを諸兄に訴
え、善処方の名案をお願いしたいと思います。
　それは昭和20年３月19日の出来事です。
　母校の伝統ある校舎が貴重な研究資料や機器
と共に戦禍に消えてしまったことは周知の出来
事で、目撃者も多く、随所に記録が残されてい
ます。
　しかし、その校舎とともに運命を共にした学
生、稲垣隆、横井山英三、両君のいたことは、
ご存じないかたが多いのではないでしょうか。
　現代では到底考えられないことですが、戦時
下のこととて、両君は学生でありながら命令に
従って宿直の任に就き、その任務遂行中に殉死

したのでした。
　現代流にいえば正真正銘の公務災害死の筈で
す。ところが、何処の主催であったか一周忌頃
に慰霊祭が行われただけで、その後、この二人
の死は、公の場で報いられることのないまま、
大学ならびに工業会関係者の記憶からも消え去
ろうとしているのです。
　もちろん、終戦直後の混乱状態下では何もで
きなかったと思います。また、寡聞の私が聞き
漏らしているだけかもしれませんので、誰が、
どの様にすべき等と追求しようというものでは
ありません。
　しかし、戦後の平和な時代が蘇り、戦没者に
は叙勲があり、学徒動員・勤労動員中の犠牲者
にも顕彰・慰霊等のおこなわれている時代であ
りながら、単なる事故死の場合と同様に、歳月
と共に関係者からも忘れ去られてしまってよい
のであろうか疑問を感じるのです。
　大学の施設は発展的に模様替えされてゆく中

≪通　信　（抜粋）≫
【学校罹災状況】
　３月19日午前２時より５時頃迄の空襲に際し、本校も前後３回投爆を受け、
最初２回は鎮火に成功せるも第３回目には焼夷爆弾・爆弾の投下あり、本校及
び工化教室より火を発し、宿直及び駆付の校長以下、職員・生徒の懸命の活動
も空しく、校舎及びその内容品は大部分焼失した。完全に残存せるは強電実験室・
電気実習室・化学実験室・紡織科実験室・航空格納庫・物置及び三協会館の7棟。
　御真影は無事安全な場所に奉還することを得たのは不幸中の幸いであった。
　当夜の宿直者中、尾藤助教授は重傷を負い、第２部２年稲垣隆・同１年横井
山英三の両君は、工化地区を防衛中、任に斃るるの惨事をみたのは哀悼に堪え
ない。１月３日の空襲の折、本校も敵弾を受けたので従来の防衛措置を一層強
化整備していたが、遂に米鬼のため40年の歴史ある本校を灰燼に帰せしめられ
たのは痛恨の到りである。職員生徒にも罹した者が相当数あるが更生に健闘せ
られつつある。
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で、好運にも戦禍から免れた建築の一部を記念
に保存することも行われている現在、それらの
建物を必死で守ろうと活躍しつつ遂に斃れてし
まった私たちの同窓生をそのままにしておいて
よいものでしょうか。
　たとえ建造物は改築されようとも、彼らの魂
は大学の地に母校の発展を見守りつつ眠ってい
るに違いありません。
　在学中の死亡のため工業会名簿には記載され
ず、大学関係者の故人名簿にもたぶん漏れてい
るのではないかと推測される状態では、やがて
彼らの行為すらうもれてしまうに違いありませ
ん。
　まして、当時の模様が脳裏に深く焼き付いた
まま、静かに仏を守って居られる遺族のご心境

を拝察するとき、何等かの形で、稲垣・横井山
両君の死に報いることはできないものかと願う
一人です。
　公的配慮が無理ならば、せめて工業会の名に
おいてでも顕彰か慰霊の催しを行っていただけ
ないものでしょうか。
　上記資料は学校の罹災直後に、学校より学徒
動員で派遣先にいた教官・学生に対して配布さ
れた通信文ですが、前述の稲垣・横井山両君の
ことが明記してあります。

　通信文の現物は当時以来、私が所有していま
すが、他の資料とともに名工大に寄贈し、現在
は図書館で保存していただいて居ます。

さまよい、迷い
先は見えない

夢を手に入れたことはないけれど
まだ希望を持っているなら

それだけで
生きてゆくには充分だ

とまどい、惑い
闇に見えない

たくさんの涙を流したけれど
まだ笑顔を持っているなら

それだけで
生きてゆくには充分だ

あなたと、わたし
あふれる思い

ひとことも話さず別れたけれど
また出会いが待っているなら

それだけで
生きてゆくには充分だ

悲しい、思い
逃れられない　重い荷を
背負い生きてゆくけれど
まだ自由を持っているなら

それだけで
生きてゆくには充分だ

「彷
さま よ

徨い」

竹村　誠二（Ａ57）
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情報情報 ネットワークネットワーク
　今年（平成23年）は３月11日の東日本大震災
による未曾有の被害により、日本社会をどう進
めていくか数々の進路変更を迫られる年であっ
た。そのような中、東京支部総会も震災復興を
誓う意味を含め、平成23年11月10日にKKRホ
テル東京で開催された。
　午後６時半頃にゆったりとBGMが流れるな
か、昨年と同じ規模の約150名の参加者が会場
に入った。
　この数年恒例となった濟木氏（D35）の名司
会のもとに、まず張田東京支部長（M43）の挨
拶があった。東京支部のポテンシャルは非常に
高くそれを生かすべく、大学の研究成果を東京
に本社のある企業に活用する仕組みを試みてい
たが震災で中断してしまった。しかし今後も
チャレンジすべきとの熱い思いが語られた。続
いて来賓として、母校から高橋学長、辻教授
（M46）、多賀教授、名工会本部から篠田理事長
（M33）、二杁常務理事（K39）の紹介があった。
　学長からは「大学」と「同窓会」の連携を重
点項目とし、校友会館の２階に「卒業生連携室」
を設置したこと、会員増強を図り寄付により海
外武者修行をサポートしていること。また、東
海地区の高校生へのアンケートから名工大は地
域社会に大いに貢献しているというイメージが
強いことが話された。理事長からは、名工会の
新しい一般社団法人化の事業目的の第一に「大
学支援」を設定したこと、そのためには費用も
必要なので小額でも良いから寄付を習慣として
もらいたい旨の挨拶があった。
　総会の議事として坂井氏（C42）、松浦氏
（M47）、飯田氏（W33）による会務報告、会計
報告、会計監査報告が要領よく進められたあと
懇親会に移った。
　乾杯は次期支部長に内定している阿部氏
（D41）の発声で懇親会が始まり、各科ごとに
テーブルが分かれていたが、「科」の垣根を越
えた談笑が和やかに行われた。

平成23年度 東京支部総会レポート 　また、懇親会最大の呼び物である名工大管弦
楽団OBによる演奏があった。今回で三回目と
なるが、加藤氏（E39）のイニシアティブで二
人の女性団友を含む九名の方々から成る大編成
の楽団となった。モーツアルトとバッハが華や
かに演奏されて会場からは生演奏への賞賛の声
があちこちで聞かれ、総会全体が大いに盛り上
がった。
　弦楽四重奏の紅二点の二人もパーティー会場
で会員と気軽に歓談し彼女達の周りは花が咲い
たような雰囲気であった。今回は大震災からの
復興を願って「ふるさと」が特別に演奏され胸
にジーンと来るものがあり参加者の多くが歌詞
を口ずさんでいた。
　途中、衆議院議員の伴野豊氏（C58）も忙し
い国会の合間を縫って駆け付け、建設委員長と
しての苦労話を披露するなど懇親会も盛りだく
さんの内容を持つものであった。
　倉島氏（W38）の采配による追加した料理も
すっかり平らげられ、あっという間に予定時間
が過ぎ、管弦楽団と合唱団OBの先導による全
員での校歌斉唱があった。
　今年は各科も若い人の参加に力を入れてお
り、今までにない活性化の芽が感じられた。そ
の象徴として最後は今回参加者の最年少である
上田氏（A⑳）が万歳三唱の音頭を元気よく行っ
た。やはり若者の力はバイタリティーがあるな
と感心させられる中、なごり惜しくも来年の再
会を約してお開きとなった。

記：原田龍次（Ｃ45）
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平成24年名古屋工業会東海地区新年互礼会の開催報告

　会場の都合により例年のイベントである餅
つきができず、代わりにマグロ解体ショー（写
真）が行われ、好評でした。単科会ごとの写
真撮影、くじ引きと進み、次期名古屋支部担
当の名窯会役員の紹介、そして最後に二杁常
務理事による中締めの後に解散しました。参
加いただきました皆様には、お礼申し上げま
す。

記：緑　静男（D42）

　新年早々の平成24年1月7日（土）に120余名
が集い、東海地区新年互礼会を開催しました。
場所は例年大学会館１階の学生食堂で行ってい
ましたが、今年は改装中のため浩養園に移しま
した。互礼会は12時より、まず水谷名古屋支部
長の挨拶があり、次に篠田理事長の挨拶（写真）、
そして髙橋学長の挨拶（写真）を賜りました。
乾杯の音頭は伴野豊代議士（C58、愛知8区選出）
の発声により行われ、和やかな懇親（写真）に
入りました。

髙橋学長の挨拶

懇親会

篠田理事長の挨拶

マグロ解体ショー
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　好天に恵まれた平成23年11月26日（土曜日）、
総勢36名（内、ご夫婦６組）が、チャーターバ
スで梅田（大阪）を出発。約２時間半かけて伊
賀市に到着。
　お城を訪ねる前に日本三大仇討ちで有名な
「鍵屋の辻」に立ち寄る。その後すぐそばの「伊
賀上野城」に入り、お城を管理する団体の専務
理事であり、又名工大で“お城博士”としてご
高名であった故城戸久先生のご親戚でもある福
井健二氏から「築城の名手藤堂高虎と伊賀上野
城」と題した講演を伺ってから天守に登城し、
ここでもいろいろとご説明を受けた。地元で“城
代家老”と言われる方だけに大変興味深いお話
が伺えた。天守を後に芭蕉翁生誕300年を記念
して建てられた翁の旅姿を模したといわれる
「俳聖殿」を見学して昼食会場へ。
　昼食の後、地元の“語り部”と言われるガイ
ド氏に案内され市内へ。先ず最初に訪ねたのは
史跡「蓑虫庵」、芭蕉の高弟であった服部土芳
の庵跡で、芭蕉が庵開きに詠んだ句「みの虫の
音をききにこよ草の庵」から名づけられた、街

大阪支部 23年度「秋季歴史探訪の会」開催報告
（築城400年を記念して伊賀上野城と芭蕉翁の郷を訪ねて）

中にもかかわらず静かなたたずまいで昔を偲ば
せた。次に向かったのは「栄楽館」という江戸
時代から続く建物、昭和年代まで伊賀市の名士、
文人が集った料理旅館の跡とあって、白壁門構
えの土塀とお城から移したと言われる築山の外
観に加え、屋内は数奇屋風の作りで、竹をモチー
フにした欄間や建具等の凝った細工が目を惹い
た。最後に訪ねたのは「芭蕉翁生家」。芭蕉が
29歳になるまで過ごした生家で、当時の暮らし
ぶりが再現されており、離れは芭蕉が処女句集
「貝おほい」を執筆した「釣月軒」で、西門前
には芭蕉が故郷を想って詠んだ「古里や臍のを
に泣としのくれ」の句碑が建てられている。
　ここを最後に伊賀上野に別れを告げ、途中で
奈良県山添村にある「鍋倉渓」に立ち寄る。こ
こは大小の黒々した岩が、幅平均25ｍ、長さ
650ｍにわたり、まるで溶岩の流れのような極
めて珍しい景観に目を見張った。
　日も暮れ初めてきたので、この奇観をあとに
帰阪の途につき無事帰着した。

記：藤原　康宏（Ｅ36）
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　12月3日（土）、伏見の玉乃光酒造株式会社の
見学会を開催しました。８学科から総勢29名（奥
様１名を含む）もの参加者がありました。
　日本酒の製造工程を直接肌で感じながら間近
で見学でき、今まで知らなかった本物の日本酒
の魅力が分かる見学会になりました。
　まず最初に、第12代社長丸山恒生様直々のプ
レゼンテーションがありました。玉乃光酒造は
年商10億円程のこぢんまりとした会社ではあり
ますが、歴史は江戸時代まで遡ります。
　延宝元年1673年に紀州和歌山で創業、戦争で
工場が被災したことから、戦後は水の良い伏見
で再開されたそうです。農家を指導して作った
特別な酒米を使うなど、原料にこだわった純米
酒を主力商品とされています。 
　工場見学では、現場担当者が熱心に本物の日
本酒の良さを説明されました。精米から見学し
ました。特殊な精米機で心白（酒米の真ん中の
白い部分）を球状に残してゆくのですが、お酒
の銘柄によっては玄米の50％以下になるまで精
米することもあるそうです。
　次の工程では、蒸気の通りをよくするPPビー
ズの入った巨大な枕を使い、精米した米を蒸米
にします。そして、温度管理された昔ながらの
木造建屋の中で、竹の簀子に麻布を敷き蒸米か
ら米麹を作ります。この麹を食べさせていただ
いたところ、ほのかに甘い味があり、虫眼鏡で
見ますと黒っぽくなっており、蒸米に麹が出来
ている様子が分ります。
　もろみの仕込み槽では、12、3度に温度管理
され、ぶくぶくと出る炭酸ガスの泡とともに発
酵が進み、お酒に変わってゆく様子を見学しま
した。
　見学の最終工程では、フィルタープレスで絞
りたてのもちっとした厚めの酒粕をつまみなが
ら、炭酸ガスを感じる出来立ての濃い新酒を試

名古屋工業会大阪支部・兵庫支部　平成23年度秋季見学会報告
飲させていただきましたが、言うまでもなくそ
の味は最高でした。酒飲みにとってはまさに至
福の時でした。
　本見学会後、工場近くの居酒屋で玉乃光酒造
のいろいろな銘柄を飲み比べしました。同社営
業部長の方がお酒の飲み方、銘柄の違いなどを
説明されました。
　日本酒業界は毎年売り上げが減少し厳しい状
態が続いていますが、醸造アルコールを添加せ
ず、お米100％でお酒をつくる玉乃光酒造は毎
年売り上げを伸ばしておられるそうです。
　「ホンマもの」が何か分らなくなっている世
の中ですが、酒は日本の食文化の一つですので、
皆で守り続けて行きたいものです。
　また、本見学会に先立って、緑会幹事長緑静
男様（D42）の講演会「蒸留・蒸発が年金生活
での趣味的仕事にならないか。」が行われまし
た。緑様は、今まで培ってきた蒸留に関する知
的財産などを社会に役立たせるため、退職後の
現在も活躍されています。そして目標に向かっ
て活動されており、国内だけでなく海外の会社
にもコンタクトされているそうです。その体験
談などとともに講演されました。退職間近の方
や退職された方々に退職後の新しい生き方の参
考になったと思われます。 
　雨の予報だったにもかかわらず無事に本見学
会を終えることが出来て幸運でした。

記：高原喬二（D46）
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　2011.12.14（水）午後６時30分からいつもの
八重洲倶楽部で「原子力事故と今後のエネル
ギーについて」と題して織田 満之氏（E39）に
よる「焦眉の話」がありました。誰もがきわめ
て関心のあるテーマだけに満員の40名が参加し
ました。内容は長年原子力発電に携わってきた
当事者であっても客観的でフェアな説明だった
ためか多くの参加者は素直に理解できたように
見受けられました。
　そのため終了後「ぜひ次回も続けてやってほ
しい」と司会の三山さんから要請があり織田氏
も「皆さんからの質問に答えるかたちでなら」
と快く引受けてくれました。
　私・加藤が「目から鱗」だったことは原発は
水素「爆発」事故を起こしたのではなく中へ向
かって縮む「爆縮」事故を起したことです。高
校の化学の教科書にあるとおり水素は点火する
と「爆縮」して水が残ります。だから事故後の
写真で建屋が黒こげの焼損をせず、建物の鉄骨
も内側に曲がっていたのでしょう。あれだけの
建屋が破壊されても死者がでなかったことも
「爆縮」と関係あるのかどうか私には判りませ
ん。
　もうひとつ日頃感じていたことがひとつ確認
できたのは今回の事故で「放射線被曝」による
死者はゼロであること、今後も被曝による健康
被害は多分でないだろう、ということです。ひ
ねくれ者の報告にもう少し付き合っていただけ

第48回「ごきそサロン」報告
れば「二度とあって
は困りますが、東海
第二発電所から8km
のところに住む私は
福島と同じような事
態になっても避難は
したくない」と思い
ます。
　理由は慣れない避難所や仮設住宅で健康を害
したり運動不足になるよりパイロットやレント
ゲン技師並の被曝をしながらでも今の住環境で
気持ちよく天命を全うしたいからです。
　TVやマスメディアの扇情的な情報に一喜一
憂してノイローゼになりそれが原因でガンで死
ぬより多少の放射能で免疫を活性化させたいと
思います。
　またLNGや石炭、石油の方が原子力よりまだ
ましだという議論もおかしいです。米国のLNG
の油井の周りは環境破壊を絵に書いたようで、
目を覆いたくなります。受入れた日本のLNG基
地が津波で壊された時には、比重が重いガスで
辺り一面が火の海になるリスク等も要注意です。
　日本はCO2の排出規制を諦めたのでしょう
か？いろいろ議論はありそうです。次回報告さ
せてもらえればもうひとつ書かせてもらいま
す。今も原発で事故処理に当たっている人達の
ことと今後の日本の原発についてです。

記：加藤 勝英（Ｅ39）

名古屋工業会の本部関係会議情報（平成23年12月～ 24年2月）
○運営委員会　2月14日(火)18:25 ～
議題１　平成24年度事業計画について
　　　　事業計画案を提示し、一部修正のうえ承認された。
　　２　平成24年度行事予定について
　　　　年間行事予定表を提示した。
　　３　役員改選について
　　・連携強化委員長から、第二部実務型教員の募集結果を報告
　　・広報委員長から、広報委員長・幹事のあり方及びアンケートの実施について説明
　　・会員増強委員長から、新入生の諸納金制度の導入に伴い、今年度の出前勧誘を中
　　　止することについて説明

○役員推薦委員会　2月14日(火)18:05 ～
議題１　理事長、副理事長及び常務理事候補者について
　　　　候補者を提示し、承認された。
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第19回ごきそ会展（名古屋工業大学OB絵画展）2011開催

今回の出展者名
加藤　邦彦（Ｋ28）　　日比野正憲（Ｅ28）
梶田　英夫（Ａ29）　　富田憲次郎（Ａ29） 
加藤　眞昭（Ａ31）　　神谷　義夫（Ａ31） 
栢本　良三（Ａ31）　　早川　茂次（Ａ33）
本田　暎幸（Ｄ33）　　青山　良穂（Ａ34）*
有木　　喬（Ｃ34）* 　清水　　昭（Ａ34）
前田　　隆（Ｃ34）　　山田　銑一（Ｋ34）
伊藤　禎治（Ａ35）　　加藤　桂吾（Ａ35）
木下　鈞一（Ａ35）* 　栃尾　宗昭（Ａ35）
福田　一豊（Ａ36）　　平川　史朗（Ａ38）
木戸　眞人（Ａ40）　　高橋　秀郎（Ｍ41）◯ 
＊遺作　○新入会員

連絡先
中部事務局　福田　一豊
〒465-0053 名古屋市名東区極楽2-184
TEL:052-702-1504  FAX:052-702-0097 
E:mail k_fu@d2.dion.ne.jp 

関東事務局　加藤　桂吾
〒222-0032 横浜市港北区大豆戸町802-2
大倉山ハイム7-305
TEL/FAX　045-777-0216

会場入口 会場風景

　本学卒業の絵画を愛好する仲間が集まり毎年
絵画展を開催しております、今回で第19回を迎
え10月18日(火)から23日(日)まで名古屋の伏見
にある電気文化会館５階の東ギャラリーで開催
いたしました。本学関係者始め900名近くの多
数の方のご来場をいただき好評の中で終了する
ことが出来ました。今回の出展者は新入会員
１名を含めて22名で、その中には残念ながら今
年度中にお亡くなりになられた３名の方の遺作
も含まれております。点数は79点で、作品内容
は130号をはじめとして30号以上の大作も増え、
作品画材も油彩、水彩、日本画、パステルに色
鉛筆画など多彩になり、ご高覧いただいた皆様
から大変高い評価をいただきました。これから
も充実した絵画展にし、本学のPRにつなげれ
ばと強く感じております。
　なお、この会を存続していくために絵画を愛
好される皆様（特に若い方）のご入会を期待し
ております。ご入会希望者や絵を描いている方
の情報がありましたら事務局までご一報くださ
れば幸いです。
　次回は第20回の節目を迎え平成24年10月16日
(火)から21日(日)まで同じ場所で開催予定です。
是非ご高覧いただきますようお願い申し上げま
す。

記：福田一豊（A36）
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平成24年度 兵庫・大阪支部合同企画 姫路城大天守閣修理見学施設
「天空の白鷺」と天台宗「圓教寺」見学開催のお知らせ
㈳名古屋工業会　大阪支部支部長　木越　正司（C44）　兵庫支部支部長　楠田修三（A50）

兵庫支部副支部長　香取英明（F58）
担当　武藤崇史（EJ②）

　拝啓  初春の候、会員の皆様には、益々御健勝のこととお慶び申し上げます。
　名古屋工業会兵庫支部・大阪支部春の合同企画として、平成21年度～ 26年度にかけて行われており
ます国宝姫路城の大改修の見学と、ラストサムライのロケ地，西の比叡山として知られる天台宗圓教
寺の見学会を開催させていただきます。是非とも奮ってご参加ください。

敬　具　

記

１．コース　開催日（４月22日　日曜日）
　　①全日コース：圓教寺のある書写山までは路線バスとロープウェイを利用します。
　　　9:00　姫路駅前（JR姫路駅北側神姫バス北口バス乗り場）集合……圓教寺（見学）……
　　　（昼食：姫路城周辺）……県立博物館（見学）……天空の白鷺（見学）……16:30頃　解散
　　②午後半日コース：
　　　13:00　（姫路駅北側神姫バス北口バス乗り場）集合……県立博物館（見学）……
　　　天空の白鷺（見学）……16:30頃　解散
　　★希望者を対象として、17:00頃より懇親会を開催します。参加費（別料金¥3,000）。
２．参加費（昼食費および圓教寺の協賛費¥500は費用に含まれておりません）
　　①全日コース：¥2,000
　　　（往復バス代・往復ロープウェイ代・県立博物館入場料・天空の白鷺入場料含む）
　　②半日コース：¥1,000（県立博物館入場料・天空の白鷺入場料含む）
３．募集人数
　　①全日コース、②半日コースあわせて35名
４．その他
　　①ロープウェイ駅から圓教寺まで、緩やかな山道を20分程度歩いていただきます。
　　　行程が厳しい方は、別途¥500をお支払いいただければ、寺のマイクロバスに乗車できます。
　　②パソコンをお持ちの方は下記HPをご覧ください。
　　・天空の白鷺（姫路城大天守閣修理見学施設）：http://www.himejijo-syuri.jp/
　　・圓教寺：http://www.shosha.or.jp/　　＜ご希望の方は写経体験ができます＞
５．申込先（締切日　３月31日）
　　下記の情報を幹事まで送付ください。電子メールまたは郵便。
　　①所属支部名　②氏名・年齢（家族参加者含む）　③卒業年度・学科　④郵便番号・住所
　　⑤自宅電話番号　⑥携帯電話番号（当日の連絡先）　⑦希望コース　⑧懇親会出欠
　　宛先：電子メール　muto0121@yahoo.co.jp
　　　　　郵送　〒565-0816　大阪府吹田市長野東27－50　武藤　崇史　宛
　　不明点のお問い合わせは、電子メールまたは 090-1768-1408 まで。
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「新旧の歴史を訪ねて京都洛中を行く」
大阪支部 平成24年「春季歴史探訪の会」開催ご案内

㈳名古屋工業会大阪支部　支部長　木越正司（Ｃ44）
事業委員会　委員長　三木敏裕（Ｅ48）

「集いの会」担当　田中禎一（Ｅ36）、藤原康宏（Ｅ36）

　昨秋の歴史探訪の会は「築城400年を記念して伊賀上野城と芭蕉翁の古跡を訪ねて」のテーマで三重
県伊賀上野の町を探訪、好天に恵まれ楽しい一日を過ごしました。
　今回の「平成24年春季歴史探訪の会」は旧くは平安京から新しくは懐かしさ一杯の蒸気機関車を訪
ねてベテランのガイドさんに導かれて京都の町を歩きます。全行程（約９キロメートル）を徒歩で巡
ります。
　昼食は行程中のホテルで和食をご用意しておりますので、お弁当の必要はありません。
　入拝観は「二条城」「壬生寺大念仏狂言鑑賞」「元島原遊郭内の角屋（すみや）もてなしの文化美術館」
「梅小路・蒸気機関車館」を予定しています。詳しい行程、アクセスは後日下見の後、ご連絡致します。
　尚、このご案内は「名古屋工業会大阪支部」のホームページでもご覧いただけます。

記

１．日　　　　時：平成24年４月28日（土）午前10時集合、午後５時半頃解散予定（雨天決行）
２．集合場所・時間：京都市地下鉄東西線「二条」駅改札口　午前10時集合
３．行　　　　程：

京都市地下鉄東西線「二条」午前10：00……勝負事の神様「出世稲荷」……古を偲ぶ
「史跡：平安京・大極殿跡」……大政奉還の舞台となった「二条城」入城拝観……平
安京造営時の祈祷の苑池「神泉苑」……昼食（13：00）：アークホテル内「味

み

舞
ぶ

」に
て和食……「新撰組屯所跡」……「壬生寺」（重要無形民族文化財：壬生大念仏狂言）
鑑賞（約１時間）……元島原遊郭内の「角

すみや

屋もてなしの文化美術館」入館……「梅小
路蒸気機関車館」入館（16：30）……解散午後５時半ごろ：ＪＲ「京都」駅／近鉄「京
都」駅

４．参 加 費 用：お一人　４，５００円
　（上記団体入拝観料、ガイド氏謝礼、昼食代、保険料すべて含む）

５．参 加 人 員：名古屋工業会員およびご家族、ご友人（30人程度）
６．申し込み締め切り：３月31日（土）
７．申し込み先：藤原 康宏（Ｅ36）　Ｅ-mail　y-fuji@kcn.ne.jp　TEL：0743－78－6000
８．申し込み記入事項：尚、前回の伊賀上野にご参加頂いた方はお名前だけお知らせ下さい。
　　① 氏名：　　② 勤務先（ＯＢの方は元）: 　　③ 住所：保険付保のため必須
　　④ 学科・卒業年次：　　　⑤ TEL ／ FAX：　　⑥ E-mail：
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平成24年度 尾張支部総会のご案内 
　本年度の支部総会を下記の通り開催いたします。特別講演は母校・大学院・プロジェクト特任教授・藤本
英雄先生にお願いしました。皆様多数のご参加をお待ちしています。

１．日　　時：平成24年4月14日（土）14時～ 18時30分
２．場　　所：稲沢市民会館 小ホール（稲沢市正明寺3-114 電話0587-24-5111）
３．スケジュール：①支部総会　　　　14:00 ～ 14:35
　　　　　　　　　②特別講演　　　　14:40 ～ 15:40
　　　　　　　　　　『ロボティックス・ハプティックスと技の伝承・感性品質
　　　　　　　　　　　　　　　　－日本のものづくり指針への話題提供－』
　　　　　　　　　　　講師：名古屋工業大学大学院プロジェクト特任教授　藤本英雄 先生
　　　　　　　　　③ミニコンサート　15:45 ～ 16:45
　　　　　　　　　　　ソプラノ・金原聡子さん、ヴァイオリン・鈴木 絢さん、ピアノ・日比野梅子さん。
　　　　　　　　　　　【注】曲目はクラシック。毎年大好評です。
　　　　　　　　　④懇親会　　　　　17:00 ～ 18:30
　　　　　　　　　　コンサート出演者にも参加していただき歓談。自己ＰＲの時間もあります。
４．参 加 費：正会員 3,000円　会員（会費未納者）4,000円　初参加者 2,000円　家族（懇親会参加）2,000円
　　　　　　　ただし、特別講演およびミニコンサートのみご参加の場合は無料です。
５．申込方法：正会員の皆様には平成24年2月に文書で案内しました。案内同封の葉書で3月31日まで
　　　　　　　にお申し込み下さい。案内未着の場合は次の所へお問い合わせください。
　　　　　　〒492-8008  稲沢市赤池町2306　名古屋工業会尾張支部　玉田欽也（Ｗ32）
　　　　　　　　　　　　　電話：0587-32-0829　ファックス：0587-34-5122

ごきそパズル
（前回の答え）
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解答は次号に掲載します。
パズル：稲葉直貴（EJ⑬）作

下線部にリストの国名をすべて入れて
意味の通る文にしてください。

国名抜け文

問題　



平成24年度 東京支部エクスカーション案内
　恒例のエクスカーションの計画を立てましたので奮ってご参加願います。
　今回は、山梨県にある忍野八海、河口湖、静岡県の白糸の滝等を巡る富士山名水巡りとしてバスツアー
を企画しました。

１．日　　時：平成24年５月12日（土曜日）雨天決行
２．集合場所：東京駅八重洲南口
３．集合時間：午前８時00分
４．募集人員：上限なし
５．参加会費：４, ０００円（予定）
６．コース概要（時間は予定）：
　　　東京駅八重洲口出発　　　　　　　　　　　　 08：10
　　　　〈バスにて移動：首都高→中央自動車道→河口湖ＩＣ→国道139号→
　　　富士忍野さかな公園〉
　　　富士忍野さかな公園（山梨県立淡水魚水族館）　９：45～10：20
　　　忍野八海（霊峰富士より湧き出でる八つの泉）　10：30～11：20
　　　河口湖富士ビューホテル　　　　　　　　　　 11：50～13：00
　　　　昼食（富士ビューホテルでランチバイキング）
　　　富岳風穴（溶岩流の造形美）　　　　　　　　　13：30～14：00
　　　朝霧高原道の駅（富士眺望絶景ポイント）　　　14：30～15：00
　　　白糸の滝（国の名勝・天然記念物）　　　　　　15：30～16：10
　　　白糸の滝出発　　　　　　　　　　　　　　　 16：10
　　　　〈バスにて移動：国道139号→西富士有料道路→富士ＩＣ→東名高速→首都高〉
　　　東京駅八重洲口到着・解散　　　　　　　　　 18：30
７．申込み方法：（個別案内は致しません。）
　　　・下記の幹事に、電話、ＦＡＸなどでお申込み下さい。
　　　・申込み時に、卒業年次、氏名、連絡先、電話番号をお知らせ願います。
８．申込み先：
　　　Ｃ42　坂井利充　Tel 03-5756-9800　　FAX 03-5756-9809
　　　Ｄ44　岡本利郎　Tel 03-3226-4701　　FAX 03-5360-6856
　　　Ｃ47　小林　保　Tel 03-5835-1711　　FAX 03-5835-1712
　　　Ａ61　工藤利昭　Tel 03-6229-7299　　FAX 03-5561-2327




